
日時：４月１日（土） 
15：４0～17：２0 
場所：北町区民館 

  

                                                       

 

  

  

 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

   

   

 

 

 

 

 

こんにちは！院長の阿部です。ひかり整骨院とご縁を頂いている皆様、いかがお過ごしですか？ 

今年のテーマ「深い呼吸」を実践されていますか？1日2回の鼻呼吸は大切です！ぜひ継続して下さいね。 

年末年始にコロナや胃腸炎で体調を崩した方が多く、消耗性疾患後のメンテナンスを受ける方がいらっしゃ

いました。強いダメージを負った細胞の回復には時間がかかります。このような時こそ、深い呼吸が出来る

体に戻すことが最適です。沢山のフレッシュな酸素を取り入れることで超回復できる体になれるのです。 
 
皆さんから『何もしていないのに痛くなった』というお話を聞く事がよくありますが・・・先日、私も同じ

ような体験をしました。1月15日にハーフマラソンを走り、年末年始の走り込みの成果を感じ無理なく 

今までよりも速いペースで走りきる事が出来ました。その結果、3年前の自己ベストを39秒更新！ 

当日、翌日と酷い筋肉痛もなく余裕で過ごしていましたが、3 日後からふくらはぎに強い張りと痛みが出て

きたのです。これは、今までに経験したことのない負荷をかけたことによる筋繊維の損傷です。 

結果的に深部を痛めていました  限界を超えた体には代償が起きますね 

『何もしていないのに・・・』実は、無理はしていなくても何かをしていました   
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《お名前》K・Eさん 板橋区上板橋より来院  

《来院理由》不眠・不安神経症・自律神経の乱れからくる息苦しさ・背中の張り・便秘など  
不安で一人で行動できず、妻と散歩中に偶然ひかり整骨院を見つけました。 

昨年 3月から休職していましたが、9月には復帰。更には服用していた抗不安薬、睡眠導入剤も

現在は服用せずに生活を送れるまでに回復しました。院長は私の日常生活や将来への不安を一つ

残らず聞いてくれ、全てを受け入れ「良くなっている！」と声をかけ励まして下さいました。 

スタッフの方も優しく、院全体が安心できる雰囲気です。無理のこない穏やかな施術（鍼・お灸・

気功）を用いて、ゆっくりではあるが着実に治療をしてくれる整骨院です。  
＜院長より＞ K・Eさんは、症状を感じてから 6か月後に来院。5ヶ月で見事に回復、職場復

帰されました。施術の基本は、どんな事でも自己肯定できる脳になる会話です。 

毎回約 30分の雑談と鍼灸の継続により、リラックス出来る体になり、最後はご自身の細胞が治

してくれました。自分の体は自分が治している。これにつきますね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年末から参加者多数のため、広い会場を確保しました。 

ご家族、お友達もご一緒にご参加いただけます。 

治る体の仕組み・ストレス解消法・元気を溜める呼吸法を 

楽しく体験しませんか？事前予約制です 

体と心との対話を体験「治る体をつくる会」 
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院長からの体と心が楽になる、とっておきの情報 

「自分の細胞・体の歴史（ルーツ）を意識する事で体が楽になる」 

 

◎職場の様々なストレスから自律神経のバランスを崩してしまい 

首、肩の凝り・胸のつかえ・食欲減退・週明けの疲労感の症状でお悩みのMさん 
 

10月から施術を開始し、メンタルケア・Mさんの内面の吐き出し・体に溜まったゴミ掃除からスタ

ートして12月まで、お話の時間と鍼灸と整体を6回行い、私が驚くくらい元気になって頂けました。 

秋からの不調がほぼ回復してきたタイミングで、お子さんを肩車した際に首を痛めてしまいました。 

これはその時のエピソードです。 
 

寝起きや首を動かす事が大変な状態でしたが、1回の施術でだいぶ回復されました。 

痛みが落ち着いた2回目の施術の際にある質問をしました。 
 

私：「今回の症状は、なぜ？早く回復したと思う？」 

Sさん：『先生の施術のおかげ・・・』 

という返事。 
 

「もちろん   」とお約束の返事をしましたが 
 

そのあと、真面目な顔で・・・ 

私：「施術をした事は事実としてあるけど・・・最終的に楽な体に戻してくれたのは？」 

Sさん：『・・・自分？？？』 

私：「そうそう  自分の体の仕組み、細胞でしょ？」 

とお伝えすると。 

Sさん：『たしかに、そうですね  』 

さらに 

私：「その細胞は誰から受け継いでいるのか？」  

Sさん:『両親?』 

私：「そうそう、ご両親とそこに繋がるご先祖様だよね？」  

S：『なるほど！そうですね』 

私：「このシステムを理解できるともう大丈夫！ 

自分の体とその歴史に感謝すると・・・どう体が変化するか？味わってね」 
 

最後は、自分の体の歴史（ルーツ）へのお話も交えながら 

細胞への感謝を意識してから体を動かすと、楽に動けるようになる事を体験して頂きました。 
 

今年は「治る体をつくる会」でお伝えしている「体・心・魂との対話」について、患者さんとのリアルなや

り取りを通じてお伝えしていきます。 

 

「自分の細胞・体の歴史（ルーツ）を意識する事で体が楽になる」お話はいかがでしたか？  
 

今回Mさんが私の話を受け入れられたのは、10月のドン底から復活された経験が大きいと思います。 

自分ではどうにもならない限界の状態から抜け出せたのは、奥さんの応援やひかりとの縁があったから。 

そして【人は一人では生きていけない】ことを知り、楽な体で過ごせるようになれたからこそ理解できた。 

今回のエピソードは、患者さんが背負っている症状や不調、不安から解放されるための重い扉を 

自分で開けられるようになるためのポイントの一つだと思っています。 
 

『自分の体は、自分が治している』ひかりでは、そのお手伝いをさせて頂いています。 

治る体をつくる会では自分の「体・心・魂」との対話法や受け入れ方について知って頂くために 

自分の体（細胞）が喜び、楽な体になって頂けるお話やワークを行っています。ぜひ一度ご参加下さい。 

 

 

 


